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町民意識調査結果…………………………………  ₄
町営住宅の入居者を募集………………………… ₁₂
町内 ₃ つのスキー場で冬を満喫しよう！……… ₁₅

Con t e n t s

冬季の水道管理にご注意を！ （11ページ）

　₁₁ 月 ₂₂ 日、「慰霊の森」の大規模改修が完
了し、竣工除幕式が行われました。
　式には遺族、関係者らが出席。来年の五十
回忌を前に、航空機事故の記憶を後世に伝え
ようと誓いを刻みました（関連記事₁₉ページ）。

航空機事故の記憶を後世に
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２
０
１
９
年
度

町
勢
功
労
者
８
氏
を
表
彰

　

町
勢
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
21
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、
８
氏
を
表
彰
し
ま
し
た
。

町
勢
功
労
者
は
、
毎
年
、
町
勢
発
展
に
長
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
人
を
対
象
に
表

彰
し
て
い
ま
す
。
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ʢ۠ޒɾ70 ʣࡀ

　1987 年 ü 月͔Β 2011
年 7 月まͰの 2û 年 ú Χ
月のӬ͖にΘͨΓ、町ٞ
ձٞһͱして町੓৹ٞに
ըし、199úࢀ 年 ý 月͔
Βの 2年ؒは૯຿ৗ೚ҕ
һ௕、200ú 年 ü 月͔Β
の û年ؒは町ٞձٞ௕の
ཁ৬Λྺ೚し、஍ํ࣏ࣗ
のৼڵͱ町੓のਐలにਚ
ྗ͞Εましͨ。

　200ú 年 ü 月͔Β 2019
年 7 月まͰの 1ý 年 ú Χ
月のӬ͖にΘͨΓ、町ٞ
ձٞһͱして町੓৹ٞに
ըし、2009ࢀ 年 ü 月͔
Βの 2年ؒはڭҭຽੜৗ
೚ҕһ௕、2011 年 8 月
͔Βの ú年ؒは町ٞձ෭
ٞ௕、201û 年 9 月͔Β
の 10 Χ月ؒは町ٞձٞ
௕のཁ৬Λྺ೚し、஍ํ
ͱ町੓のਐలڵのৼ࣏ࣗ
にਚྗ͞Εましͨ。

ੴُ� ߩ
ㆿㆤㆍ
�͞Μ

ʢྛɾ72 ʣࡀ

　2007 年 ü 月͔Β 2019
年 7 月まͰの 12 年 ú Χ
月のӬ͖にΘͨΓ、町
ٞձٞһͱして町੓৹ٞ
にࢀըし、2011 年 8 月
͔Βの 2年ؒはݐۀ࢈ઃ
ৗ೚ҕһ௕のཁ৬Λྺ೚
し、஍ํ࣏ࣗのৼڵͱ町
੓のਐలにਚྗ͞Εまし
ͨ。

઒ޱ�Ұ
ㆉ㆚
உ
ㆈ
�͞Μ

ʢ҆ఉɾ7ý ʣࡀ

ଜా�ް
ㆀㆤ
ੜ
ㆈ
�͞Μ

ʢஉॿɾ72 ʣࡀ

　200ú 年 ü 月͔Β 2019
年 7 月まͰの 1ý 年 ú Χ
月のӬ͖にΘͨΓ、町ٞ
ձٞһͱして町੓৹ٞに
ըし、201úࢀ 年 8 月͔
Βの 1年ؒはݐۀ࢈ઃৗ
೚ҕһ௕、201û 年 9 月
͔Βの 10 Χ月ؒは町ٞ
ձ෭ٞ௕のཁ৬Λྺ೚
し、஍ํ࣏ࣗのৼڵͱ町
੓のਐలにਚྗ͞Εまし
ͨ。
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ٱ�Ҫࡔ
ㆲ㆕
ᒇ
ㆆㆂ
�͞Μ

ʢ۠ޒɾ70 ʣࡀ

　1971 年 10 月͔Β 201ü
年 ú 月まͰの ûû 年 ý Χ
月のӬ͖にΘͨΓ、ফ
๷ஂһͱして৬຿にਫ਼ྭ
し、町ຽの࢈ࡒੜ໋Λक
るͨΊਚྗ͞Εましͨ。
　まͨ、2011 年 û 月͔
Βの û年ؒはஂ௕ͱして
ஂһの্޲࣭ࢿ΍ஂܧޙ
һҭ੒に౒ΊΒΕましͨ。

　198û 年 û 月͔Β 2019
年 ú 月まͰの úü 年のӬ
͖にΘͨΓ、౷ܭௐࠪһ
ͱして਺ଟくの౷ۀܭ຿
にैࣄし、ଞのௐࠪһの
໛ൣͱして、ޙഐのࢦಋ
ҭ੒なͲに΋େ͖な໾ׂ
ΛՌͨしましͨ。
　まͨ、֤ߦ੓ॾ੓ࡦの
੒にӬ年ਫ਼࡞料のࢿૅج
ྭ͞Εましͨ。

�ਖ਼ށۚ
ㆾ㆕
ࢤ
㆗
�͞Μ

ʢ্࿨໺ɾ77 ʣࡀ

　199ü 年 7 月͔Β 2011
年 7 月まͰの 1ý 年のӬ
͖にΘͨΓ、໌ޚਆ࢈ࡒ
۠؅ཧձҕһͱして؅ཧ
ӡӦ৹ٞにࢀըし、࢈ࡒ
۠ൃలにد༩͞Εましͨ。

தଜ�Ұ
ㆉ㆚
ຽ
㆟ㆿ
�͞Μ

ʢதౡɾ71 ʣࡀ

্໺�ӳ
ㆲㆧ
໌
ㆀㆌ
�͞Μ

ʢഅ৔ɾ7û ʣࡀ

　200ú 年 7 月͔Β 2019
年 7 月まͰの 1ý 年のӬ
͖にΘͨΓ、໌ޚਆ࢈ࡒ
۠؅ཧձҕһͱして؅ཧ
ӡӦ৹ٞにࢀըし、2011
年 7 月͔Βの 8年ؒはձ
௕ͱしてൃ۠࢈ࡒలにد
༩͞Εましͨ。

　197ú 年 û 月͔Β 2017 年 8 月まͰの ûû
年 û Χ月のӬ͖にΘͨΓ、࣢ੴ町ফ๷ஂһ
ͱして日໷ݙ਎తにফ๷໋࢖ΛՌͨしまし
ͨ。
　ಛに、2011 年͔Βの û 年ؒは෭ஂ௕、
201ü 年͔Βはஂ௕のཁ৬Λྺ೚し、Րࡂ
΍֐ࡂにཱͪ࠷͏͔޲લઢͰ׆༂し、౰町
͕໨ࢦす҆શͰ҆৺なまͪの࣮ݱに͚޲ଟ
େなݙߩΛ͞Εましͨ。

瑞宝単光章

２０１９年
秋の叙勲

ٱɾೆ໺ނ
ㆌ㇅ㆄ
ถ
ㆹㆂ
͞Μ
ʢڗ年 89 ɾୌ୔ʣࡀ

叙位（正六位）

　2002 年 11 月 ú 日にѴ日૒ޫষΛडষ͞
Εͨೆ໺ٱถ͞Μ͕8月2日に๢くなΒΕ、
ಉ日෇Ͱʮਖ਼࿡ҐʯにঀͤΒΕましͨ。

ಙా�խ
ㆾ㆕
ത
ㆲ㇍
͞Μ
ʢ౦町ɾý9 ʣࡀ
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町
民
意
識
調
査
結
果

　
町
民
の
意
識
や
動
向
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
を
把
握
し
、
今
後
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
に
実
施
し
た
「
町
民
意
識
調
査
」
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
全
調
査
結
果
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
ほ
か
、
町
役

場
１
階
ロ
ビ
ー
や
各
地
区
公
民
館
に
冊
子
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉回収結果の状況
　調査は 7 月 11 日〜8 月 2 日の期間で実施しました。調査票は、男性 273 人、女性 298 人、性別無回答 5
人の計 576 人から回答いただき、₈₈．₆% という高い回収率となりました。
　回答者の性別は、男性 47．4%、女性 51．7%、年齢構成は、60 歳代以上 41．5%、50 歳代 17．5%、40 歳
代 17．0%、30 歳代 12．8%、29 歳以下 10．8%、居住地区は、雫石地区 47．0％、御所地区 17．7%、西山地区
20．3%、御明神地区 14．2% となっています。

　
今
回
の
調
査
は
、
男
女
別
、
年

齢
階
層
別
、
地
区
別
に
無
作
為
に

抽
出
し
た
1８
歳
以
上
の
町
民
６
5

0
人
を
対
象
に
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト

記
入
方
式
で
の
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
調
査
票
の
配
布
と
回
収
は
町
統

計
調
査
員
が
行
う
方
法
で
実
施

し
、
８８
・
6
%
と
高
い
回
答
（
回

収
）
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
1
年
度
か
ら
の
第
二
次

雫
石
町
総
合
計
画
の
５
つ
の
大
き

な
施
策
分
野
の
34
項
目
に
つ
い

て
、
満
足
度
と
重
要
度
を
調
査
し

ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
満
足
度
が
一
番

高
か
っ
た
の
は
、「
健
康
診
断
・

予
防
接
種
な
ど
の
健
康
づ
く
り
体

制
の
充
実
」
で
「
大
変
満
足
」「
や

や
満
足
」
と
回
答
し
た
人
が
75
・

４
％
に
上
り
、
次
い
で
「
自
然
環

境
・
景
観
の
保
全
」
が
54
・
1
％

と
な
り
、
2
0
1
８
年
度
に
実
施

し
た
前
回
調
査
と
同
様
の
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、「
全
く
満
足
し
て
い

な
い
」「
あ
ま
り
満
足
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
割
合
が
高
い
項

目
は
、「
町
内
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
雇
用
環
境
の
整
備
」
で
65
・

８
％
、
次
い
で
「
魅
力
あ
る
商
店

街
づ
く
り
の
取
り
組
み
」
が
54
・

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た「
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
割
合
が

教
育
文
化
分
野
、
産
業
分
野
、
地

域
の
担
い
手
育
成
や
地
域
の
魅
力

向
上
と
活
性
化
な
ど
の
取
り
組
み

で
高
い
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　
調
査
項
目
に
関
す
る
重
要
度
で

は
、
総
じ
て
い
ず
れ
の
項
目
に
つ

い
て
も
「
非
常
に
大
切
」「
大
切
」

と
回
答
し
た
割
合
が
75
％
以
上
の

高
い
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
６
５
０
人
を
対
象
に

健
康
づ
く
り
体
制
や
自
然
環

境
な
ど
の
満
足
度
高
く

　
そ
の
ほ
か
に
、
広
報
し
ず
く
い

し
や
選
挙
の
投
票
、
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
頻
度
な
ど
に
関
す

る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
主
な
調
査
項
目
の

回
答
結
果
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。全
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、
冊
子
を
町
役
場
1
階

ロ
ビ
ー
お
よ
び
各
地
区
公
民
館
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
町
役
場
政
策
推
進
課

☎
６
９
2
・
６
４
0
９

重
要
度
の
調
査
項
目
は
総
じ

て
〝
大
切
〟
と
い
う
結
果
に

調
査
結
果
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
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町民意識調査結果

満足度、重要度について

【解説】
　環境全般に関する満足度は、「自然環境・景観の保全」の「大変満足」「やや満足」を合わせた回答が
54．1% と約半数を占めています。次いで「ゴミの減量化と資源化の促進」について 43．6％ が満足している
と回答しています。また、重要度については、全ての項目で 80％ 以上の人が「非常に大切」「大切」と回答
しています。
　環境保全への満足度の高さが伺える結果となりましたが、一方で、太陽光や風力など再生可能エネル
ギーへの取り組みについては、「あまり満足していない」「全く満足していない」「わからない」が合わせて
68．7％ となっており、今後より一層の取り組みが必要であるとの結果になりました。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境・景観の保全

森林の保全と資源の活用

太陽光、風力、バイオマスなどの
再生可能エネルギーへの取り組み

ゴミの減量化と資源化の促進

4.33.5

31.4 20.3 31.1
5.65.2 6.4

20.7 24.6 35.9
5.25.4

8.2

35.6 22.2 22.4
5.7 6.18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.1 49.3 11.6
2.8 1.2

32.8 51.5 11.5
2.8 1.4

1.0

0.3
28.8 52.8 12.2

5.2

44.1 44.3 10.4
0.9

10.4 43.7 18.1 20.0

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学校の教育環境

教育に関する相談支援体制

地区公民館や図書館の
施設の利用のしやすさ

体育施設などスポーツ施設の
利用のしやすさ
生涯学習、芸術、

スポーツを楽しむ機会

町の歴史や文化の調査・
普及と文化財の保護活動

6.5
33.3 15.8 34.0

5.74.7

21.4 16.7 46.3
5.94.5 5.2

41.5 23.69.7 15.3
4.95.0

8.0 33.9 31.215.6
5.9

5.2

5.4

33.2 16.3 32.1
6.4 6.8

26.9 14.8 43.2
4.85.4 4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50.2 34.7 10.8
2.1 2.2

43.6 12.1
2.8 0.9

40.6

19.8 60.1
6.4

11.6
2.1

21.7 58.5 7.6 11.3
0.7

21.5 11.89.256.8

25.0 56.1
6.8

11.2
0.9

0.9

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切

【解説】
　教育文化全般に関する満足度について、「大変満足」「やや満足」と回答した割合は、「地区公民館や図書
館の施設の利用のしやすさ」が 51．2％、「体育施設などスポーツ施設の利用のしやすさ」が 41．9％ となって
います。「分からない」の回答が「教育に関する相談支援体制」「町の歴史や文化の調査・普及と文化財の保
護活用」の項目で 40％ 以上となっており、制度や活動内容の認知度が低い結果となりました。
　重要度については全項目で高い傾向ですが、特に「小中学校の教育環境」では「非常に大切」と回答した
人が 50．2％ と高い結果になりました。

「環境を守り育てるまち（自然、景観、環境、土地利用）」への取り組みについて

「心豊かに暮らせるまち（教育、文化、芸術、スポーツ）」への取り組みについて

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境・景観の保全

森林の保全と資源の活用

太陽光、風力、バイオマスなどの
再生可能エネルギーへの取り組み

ゴミの減量化と資源化の促進

4.33.5

31.4 20.3 31.1
5.65.2 6.4

20.7 24.6 35.9
5.25.4

8.2

35.6 22.2 22.4
5.7 6.18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.1 49.3 11.6
2.8 1.2

32.8 51.5 11.5
2.8 1.4

1.0

0.3
28.8 52.8 12.2

5.2

44.1 44.3 10.4
0.9

10.4 43.7 18.1 20.0

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境・景観の保全

森林の保全と資源の活用

太陽光、風力、バイオマスなどの
再生可能エネルギーへの取り組み

ゴミの減量化と資源化の促進

4.33.5

31.4 20.3 31.1
5.65.2 6.4

20.7 24.6 35.9
5.25.4

8.2

35.6 22.2 22.4
5.7 6.18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.1 49.3 11.6
2.8 1.2

32.8 51.5 11.5
2.8 1.4

1.0

0.3
28.8 52.8 12.2

5.2

44.1 44.3 10.4
0.9

10.4 43.7 18.1 20.0

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切《凡例》 満
足
度

重
要
度

ຬ଍౓ ॏཁ౓

ຬ଍౓ ॏཁ౓
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健康診断・予防接種などの
健康づくり体制の充実

地域医療体制の充実

高齢者への福祉サービスの充実

障がい者への福祉サービスの充実

保育サービスや育児相談支援
などの子育て環境の充実

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.5 51.2 36.6 8.949.9 10.29.2
3.12.1 2.1 1.2

50.4 36.6 9.2
1.4 2.4

49.2 40.3 9.7
0.30.5

48.3 40.6 10.1
0.50.5

0.7 0.3
52.3 37.5 9.2

35.68.3 27.8 8.2 16.5
3.6

31.6 19.4 34.4
5.6 3.35.7

25.0
6.3

15.3 45.3
4.7 3.4

29.2
6.9

14.8 39.5
6.3 3.3

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切

【解説】
　保健・福祉全般に関する満足度は、「健康診断・予防接種などの健康づくり体制の充実」が「大変満足」

「やや満足」合わせて 75．4％ と今回の調査の中で最も高い割合となりましたが、それ以外の項目については
50％ 以下となっています。
　「分からない」と回答した人の割合は、「障がい者への福祉サービスの充実」が 45．3％、次いで「保育サー
ビスや育児相談支援などの子育て環境の充実」が 39．5％ となっています。重要度について「非常に大切」「大
切」を合わせた割合が 85％ 以上と高くなっていることから、関心が高い一方、制度や実態が浸透していな
い状況が伺えます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農地・山林の保全及び活用

農林業従事者の育成支援

観光誘客を進める
受け入れ態勢の充実

観光に関する情報提供の充実

起業支援や人材の育成
による雇用促進

魅力ある商店街づくりの取り組み

農林業や観光、商業など
産業間の連携

15.1 22.0 48.3
4.03.0 7.6

10.2 18.6 56.4
4.71.8 8.3

16.5 24.1 14.2 39.6
4.31.3

18.2 25.9 14.4 34.5
4.5

5.2

2.5

10.8 21.0 44.4
2.5

16.1

13.4 23.6 30.4

13.2

24.3
4.53.8

9.4 22.2 47.6
4.63.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.0 54.7 10.2
4.7 2.4

56.9 10.4
4.2 2.4

26.1

28.0 54.5 10.0
4.7 2.8

27.3 57.8 9.7
4.5

2.8

0.7

33.5 10.4
0.5

52.8

34.9

55.7

50.2 10.1
4.5 0.3

29.2 11.1
3.3 0.7

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切

【解説】
　産業全般に関する満足度は、「大変満足」「やや満足」を合わせた回答の割合が他の部門に比べ低くなって
おり、特に「農林業従事者の育成支援」が 12．0％、「起業支援や人材の育成による雇用促進」が 13．3％ と低
くなっています。また「分からない」と回答した人の割合が他の部門に比べて多く、50％ を超えている項目
も見られます。
　「魅力ある商店街づくりの取り組み」については 54．0％ が「あまり満足していない」「全く満足していない」
と回答しており、町の産業振興などについて、より一層の取り組みの強化と周知が必要とされています。

「健やかでやすらぎのあるまち（保健、医療、福祉）」への取り組みについて

「産業力を高め合い活力みなぎるまち（農林業、観光、商業、工業）」への取り組みについて

ຬ଍౓ ॏཁ౓

ຬ଍౓ ॏཁ౓

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境・景観の保全

森林の保全と資源の活用

太陽光、風力、バイオマスなどの
再生可能エネルギーへの取り組み

ゴミの減量化と資源化の促進

4.33.5

31.4 20.3 31.1
5.65.2 6.4

20.7 24.6 35.9
5.25.4

8.2

35.6 22.2 22.4
5.7 6.18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.1 49.3 11.6
2.8 1.2

32.8 51.5 11.5
2.8 1.4

1.0

0.3
28.8 52.8 12.2

5.2

44.1 44.3 10.4
0.9

10.4 43.7 18.1 20.0

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境・景観の保全

森林の保全と資源の活用

太陽光、風力、バイオマスなどの
再生可能エネルギーへの取り組み

ゴミの減量化と資源化の促進

4.33.5

31.4 20.3 31.1
5.65.2 6.4

20.7 24.6 35.9
5.25.4

8.2

35.6 22.2 22.4
5.7 6.18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.1 49.3 11.6
2.8 1.2

32.8 51.5 11.5
2.8 1.4

1.0

0.3
28.8 52.8 12.2

5.2

44.1 44.3 10.4
0.9

10.4 43.7 18.1 20.0

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切《凡例》 満
足
度

重
要
度
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【解説】
　安全安心全般に関する満足度は、「防犯意識の高揚による防犯体制の強化」「交通安全対策の強化」「上下
水道の整備状況」の「大変満足」「やや満足」を合わせた割合がいずれも 40％ 以上と比較的高くなっていま
すが、一方、「生活交通（あねっこバス、路線バス、電車等）の使いやすさ」は 20％ 台と低くなっています。
　重要度については全ての項目で高い傾向ですが、「地震や水害など災害時の町の備え」では「非常に大切」
と回答した人が 59．2％ と今回の調査結果で最も高い結果となりました。

【解説】
　自主自立などに関する満足度は、「地域コミュニティや体制の強化」の「大変満足」「やや満足」が合計 34．4％
となっている一方、「多様な人材・組織などの担い手育成やネットワークの構築」が 16．2％、「多様な分野で
の交流・連携による地域の魅力向上と活性化」は 17．7％ と低くなっています。
　重要度についても「非常に大切」「大切」が 80％ 以下の項目もあり、全体の中ではやや低くなっています。

「安全に安心して暮らせるまち（防犯、交通安全、消防防災、生活環境）」への取り組みについて

「自主・自立、人材育成、交流・連携」への取り組みについて

防犯意識の高揚による防犯体制の強化

交通安全対策の強化

地震や水害など災害時の町の備え

生活交通（あねっこバス、路線バス、
電車等）の使いやすさ

上下水道の整備状況

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

44.3 43.6 9.536.5 27.320.5
5.26.9 0.7 1.9

1.4
44.1 43.8 8.8

1.9

59.2 30.6 9.7
0.20.3

42.9 43.9 10.8
0.32.1

1.0 0.5
43.2 45.8 9.5

39.9 20.7 22.7
5.0

31.3 20.1 31.6
3.1 5.68.5

3.6

3.7 8.0

20.1
5.6

24.5 20.5 25.3
4.0

35.411.1 15.8 10.6 22.2
4.9

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切

地域コミュニティや体制の強化

多様な人材・組織などの
担い手育成やネットワークの構築

多様な分野での交流・連携による
地域の魅力向上と活性化

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

30.6 21.4 56.8 8.5 10.2
1.3
14.9

15.3 20.3 49.5

20.3 52.8

17.7 38.9
3.8

4.7

3.8 5.2

6.4

2.4 7.8

4.3

3.1

20.8 59.2 7.3 11.5
1.2

20.1 59.0 8.3 10.7
1.7

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切

【解説】
　人口減少対策への取り組みについては、「町内で働くことができる雇用環境の整備」の満足度が全体を通
して最も低く、「あまり満足していない」「全く満足していない」が 65．8％ となっており、産業全般に関す
る調査同様、町の経済産業の活性化を強く望む意識が表れています。
　この他の項目についても、「大変満足」「やや満足」と答えた割合が低くなっており、転出者の減少対策や
子育て環境の充実が求められる結果となりました。

「人口減少対策」への取り組みについて

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町内で働くことのできる
雇用環境の整備

移住希望者が
安心して定住できる受け入れ態勢

結婚・出産・子育ての支援と
教育環境の充実

地域で支えあう力の向上や地区ごと
の特徴を活かしたまちづくり

4.00.9

12.5 15.522.0 43.9
4.21.9

21.5 20.7 34.414.4
4.34.7

21.9 21.2 11.5 37.7
4.13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

48.3 37.8 9.0
3.3 1.6

32.6 51.6 9.2
5.2 1.4

0.5

1.2
50.0 39.6 9.0

0.9

31.1 51.0 10.1
6.6

7.6 35.6 30.2 21.7

やや満足
無回答わからない全く満足していない

あまり満足していない大変満足
無回答大切ではない

さほど大切でない大切非常に大切

町民意識調査結果

ຬ଍౓ ॏཁ౓

ຬ଍౓ ॏཁ౓

ຬ଍౓ ॏཁ౓
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交
通
事
故
の
な
い
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ

雫
石
町
交
通
指
導
隊
が
発
足
５０
周
年

報
告

更
生
保
護
活
動
・
精
神
保
健
福
祉
向
上
に
尽
力

３
個
人
・
２
団
体
が
受
彰
報
告

表
彰

　
長
年
更
生
保
護
関
連
活
動
に
尽
力
さ

れ
、
10
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
45

回
岩
手
県
更
生
保
護
研
究
大
会
（
盛
岡

地
区
大
会
）」
で
表
彰
を
受
け
た
３
人

と
、
岩
手
県
の
精
神
保
健
福
祉
の
向
上

に
貢
献
し
た
業
績
か
ら
10
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
「
第
45
回
岩
手
県
精
神
保
健

福
祉
大
会
」
で
表
彰
を
受
け
た
２
団
体

が
、
そ
れ
ぞ
れ
11
月
８
日
、
猿
子
町
長

ら
に
受
彰
を
報
告
し
ま
し
た
。
受
彰
者

と
主
な
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。

【
法
務
大
臣
表
彰
】
◉
瀧
沢
清き

よ
し（

滝
沢
）

▽
20
年
以
上
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て

活
動

【
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
】
◉

岩
持
洋よ

う
子こ

（
岩
持
）
▽
16
年
に
わ
た
り

保
護
司
と
し
て
活
動

【
全
国
更
生
保
護
法
人
連
盟
理
事
長
表

彰
】
◉
目
時
大だ

い
堂ど

う
（
下
町
一
）
▽
岩
手

保
養
院
の
役
員
と
し
て
長
年
尽
力

【
岩
手
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
長
表
彰
】

◉
雫
石
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま
び

こ
会（
石
亀
文ふ

み
子こ

会
長
・
会
員
数
27
人
）

▽
平
成
20
年
6
月
設
立
。
個
人
や
施
設

で
の
傾
聴
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
自
殺

予
防
普
及
な
ど
の
活
動　
◉
雫
石
町
精

神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
う
ぐ
い
す
の
会

（
上
野
眞ま

由ゆ

美み

会
長
・
会
員
数
24
人
）

▽
平
成
13
年
２
月
設
立
。
憩
い
の
場
の

企
画
運
営
や
デ
イ
ケ
ア
、
家
族
会
へ
の

支
援
に
よ
る
精
神
障
が
い
者
へ
の
理
解

と
啓
発
な
ど
の
活
動

　
11
月
９
日
、
中
央
公
民
館
野
菊
ホ
ー

ル
で
雫
石
町
交
通
指
導
隊
発
足
50
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
現
職
・
元
職
の
交
通
指
導
隊

員
を
は
じ
め
、
町
消
防
団
、
町
婦
人
消

防
協
力
隊
員
や
滝
沢
市
・
盛
岡
市
の
交

通
指
導
隊
長
な
ど
関
係
者
約
1
0
0
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
隊
員
の
長
年
の
功
績
を

た
た
え
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
勤
続
15
年

以
上
と
な
る
現
職
隊
員
７
人
に
猿
子
町

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
猿

子
町
長
は
「
長
年
に
わ
た
り
、
町
の
交

通
安
全
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
き

た
歴
代
の
隊
長
を
は
じ
め
と
す
る
隊
員

の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。
今
後
も
一
人
ひ
と
り
が

交
通
事
故
の
根
絶
を
目
指
し
、
一
丸
と

な
っ
て
活
動
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式

典
終
了
後
に

は
I
B
C
岩

手
放
送
の
照

井
健た

け
しア

ナ
ウ

ン
サ
ー
に
よ

る
「
交
通
安

全　
ワ
ン
チ
ー

ム
に
な
ろ
う
」

と
題
し
た
記
念

講
演
が
行
わ

れ
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
話
題
に
触
れ
な
が
ら
交
通
安
全
へ

の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
記
念
祝
賀
会
が
開
か
れ
、

滝
沢
市
と
同
市
交
通
指
導
隊
か
ら
「
交

通
安
全
」「
祝
50
周
年
」
と
書
か
れ
た

滝
沢
リ
ン
ゴ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
隊
員
た
ち
は
、
関
係
者
の
50
年
間
の

指
導
と
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
交
通
事
故

の
な
い
安
全
、
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
へ
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

【
記
念
式
典
表
彰
受
彰
者
】（
敬
称
略
）

◉
勤
続
40
年
以
上
▼
櫻
田
三み

つ
男お

（
葛
根

田
）

◉
勤
続
30
年
以
上
▼
長
澤
嶺み

ね
生お（
七
区
）

◉
勤
続
25
年
以
上
▼
髙
橋
正ま

さ
男お（
籬
野
）

◉
勤
続
20
年
以
上
▼
髙
橋
希き

理り

子こ

（
天

戸
）、
原
直な

お
し（

天
瀬
）

◉
勤
続
15
年
以
上
▼
細
川
貢み

つ

正ま
さ
（
矢

櫃
）、
小
志
戸
前
貴た

か
大ひ

ろ
（
安
栖
）

දজΛड͚るᓎాୂһʢӈʣ
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問問い合わせ・申し込み先　☎電話番号　FAXファクス番号　日日時　場場所　e E メール・URL

　
11
月
6
日
、
町
役
場
で
雫
石
町
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ

れ
、
齊
藤
徳と

く
美み

さ
ん
と
小
原
千ち

里さ
と

さ
ん

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
嘱
状
交
付
に
あ
た
り
、
猿
子
町
長

は
「
お
二
人
に
は
、
2
0
1
3
年
の
豪

雨
災
害
や
1
９
９
８
年
の
岩
手
山
噴
火

危
機
と
言
わ
れ
た
と
き
か
ら
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

の
災
害
を
想
定
し
て
防
災
力
強
化
を
図

る
た
め
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
。

　
齊
藤
さ
ん
は
「
地
域
の
人
命
を
守
る

た
め
、
率
直
な
意
見
交
換
や
助
言
を
し

て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
小
原
さ
ん
は

「
町
職
員
時
代
か
ら
防
災
に
長
く
向
き

合
っ
て
き
た
。
培
っ
た
経
験
や
知
見
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
生
か
し
た
い
」

と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　
近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
規
模
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
か
ら
町
民
の
生

命
財
産
を
守
り
、
町
の
防
災
体
制
と
危

機
管
理
体
制
の
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
設
置
。
活
動
内
容
は
、
平
常
時

の
住
民
や
職
員
に
対
す
る
研
修
会
な
ど

の
講
師
、
町
が
実
施
す
る
防
災
活
動
へ

の
助
言
な
ど
。
ま
た
有
事
の
際
は
、
町

災
害
警
戒
本
部
や
災
害
対
策
本
部
へ
の

助
言
を
行
い
ま
す
。

　
秋
田
県
出

身
。
岩
手
大

学
工
学
部
助

教
授
、
教

授
、
理
事
・
副
学
長
な
ど
を
歴
任
。

1
９
９
８
年
の
岩
手
山
噴
火
危
機
時
に

は
、
岩
手
山
火
山
活
動
対
策
検
討
会
の

座
長
と
し
て
尽
力
。
現
在
は
岩
手
県
の

火
山
活
動
に
対
す
る
検
討
会
座
長
な
ど

を
務
め
る
。

　
雫
石
町
出

身
。
元
町
職

員
。
町
職
員

時
代
か
ら
岩

手
山
や
秋
田
駒
ヶ
岳
の
現
地
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
デ
ー
タ
は
県
や
気
象
台
の

火
山
防
災
に
役
立
て
ら
れ
る
。
現
在
は

岩
手
県
地
域
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
も
務
め

る
。

　雫石町地域防災計画は、雫石町の全域および町
民の生命、身体、財産を災害から保護するため、
災害対策基本法に基づき雫石町防災会議が定める
計画です。全国各地での大規模災害の教訓による
各種法律の改正を踏まえた上で、関係機関の助言
を受けて見直し案を作成していますが、より良い
計画とするため、町民の皆さんから下記のとおり
ご意見を募集します。
【募集期限】１２ 月 ２6 日（木）
【公表場所】役場庁舎、中央公民館、各地区公民館
※町ホームページからもご覧いただけます。
【意見の提出方法】窓口での書面による提出、郵送、
FAX、Eメール
※�様式は問いませんが、公表場所に用紙を準備し
ています。また、町ホームページからもダウン
ロードできます。

問町役場防災課� 〶 0２0-0595（住所記載不要）
☎ 69２-6490 FAX 69２-１3１１、 e bousai@town.
shizukuishi.iwate.jp

「雫石町地域防災計画」
見直し案ご意見募集中

一
年
の
町
の
安
全
・
安
心
を
誓
う

交
通
指
導
隊
初
点
検
式・消
防
出
初
式

催
し

　
町
交
通
指
導
隊
に
よ
る
初
点
検
式
と

町
消
防
団
、
町
婦
人
消
防
協
力
隊
に
よ

る
出
初
式
を
行
い
ま
す
。
指
導
隊
員
・

消
防
団
員
の
勇
姿
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
2
0
2
0
年
1
月
５
日（
日
）

９
時
〜

【
場
所
】
町
役
場
駐
車
場
、
上
町
〜
中

町
の
県
道（
出
初
式
の
分
列
行
進
）

【
交
通
規
制
】
分
列
行
進
の
際
に
上
町

か
ら
中
町
ま
で
の
県
道
雫
石
東
八
幡
平

線
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。

ফ๷ग़ॳࣜの༷ࢠ

町
の
防
災
体
制
と
危
機
管
理
体
制
の
対
応
力
向
上

町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
２
人
任
命

防
災

◆
雫
石
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は

খ
ㆈ
ݪ
ㆰ㇉
�ઍ
ㆡ
ཬ
㆕ㆨ
ࢯ� ᴡ

㆕ㆂ
౻
ㆨㆄ
�ಙ
ㆨㆎ
ඒ
ㆿ
ࢯ�

問
町
役
場
防
災
課

☎
６
９
2・
６
４
1
0
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保
険
医
療
機
関
な
ど
に
か
か
っ
た
と

き
の
医
療
費
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

負
担
分
）
は
、
公
費
（
税
金
）
約
５
割
、

現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金
（
若
年
者
の

保
険
料
）
約
４
割
、
高
齢
者
の
保
険
料

約
1
割
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
し
く
み
を
、
世
代
を
超
え
て
、
み

ん
な
で
支
え
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
な

ど
の
適
正
な
受
診
を
心
掛
け
る
こ
と

で
、
医
療
費
の
増
加
が
抑
え
ら
れ
、
保

険
料
な
ど
の
負
担
を
抑
え
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

①
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
普
段
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
、
気
軽

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

②
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
急
病
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
場
合
で

な
け
れ
ば
、
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
休
日
や
夜
間
な
ど
、
診
療
時
間
外
に

受
診
す
る
と
、
割
増
料
金
が
か
か
り
、

医
療
費
が
か
さ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

③
重
複
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
安

易
に
受
診
す
る
こ
と
は
、
重
複
す
る
検

査
や
投
薬
に
よ
り
、
か
え
っ
て
体
に
悪

影
響
を
与
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

た
め
控
え
ま
し
ょ
う
。

④�

薬
の
も
ら
い
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
薬
は
用
量
・
用
法
を
守
っ
て
正
し
く

服
用
し
ま
し
ょ
う
。
薬
が
余
っ
て
し
ま

う
と
き
に
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

問
町
役
場
町
民
課

☎
６
９
2
・
６
４
７
９

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

医
療

◆
適
正
受
診
の
ポ
イ
ン
ト
は
４
つ

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
明
細

書
の
作
成
、
生
命
保
険
料
控
除
や
地
震

保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
は
控
除
証

明
書
の
保
管
、
事
業
者
は
収
支
を
整
理

す
る
な
ど
、
確
定
申
告
に
向
け
た
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
役
場
税
務
課

☎
６
９
２
・
６
４
８
３

申
告
準
備
は
お
早
め
に

２
０
１
９
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

年
内
に
滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

税
金

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
、
町
役
場
税
務
課
に
家
屋
滅
失

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
の
状
況
で
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
2

0
1
９
年
中
に
取
り
壊
し
を
し
た
人
は

年
内
に
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
な
け
れ
ば
、
取
り
壊

し
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
2
0
2

0
年
度
も
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
法
務
局
に
家
屋
滅
失
登
記
を

し
た
場
合
、
町
役
場
へ
の
届
け
出
は
不

要
で
す
。

問
町
役
場
税
務
課

☎
６
９
2
・
６
４
８
1

提
出
期
限
は
１
月
₃1
日

償
却
資
産
の
申
告
期
限
で
す

税
金

　
2
0
2
0
年
度
の
償
却
資
産
（
固
定

資
産
税
）
の
申
告
時
期
が
間
も
な
く

や
っ
て
き
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
は

2
0
2
0
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内
に

事
業
用
資
産
を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

　
償
却
資
産
と
は
、
工
場
や
商
店
、
農

業
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構

築
物
、
機
械
、
備
品
な
ど
の
こ
と
を
い

い
ま
す（
土
地
、家
屋
、自
動
車
を
除
く
）。

　
2
0
1
９
年
中
に
申
告
さ
れ
た
人
に

は
12
月
下
旬
に
関
係
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
1
月

31
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
金

初めて償却資産を申告する人は
町役場税務課まで

　初めて申告が必要となる人は、町役場税務課
に関係書類を用意していますので窓口までお越
しください。申告書は所得税（住民税）の確定
申告書などと照合しますので、正確にご記入く
ださい。こちらも期限は 1月 31 日（金）です。
問町役場税務課　☎ 692-6481
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か
ぶ
せ
る
の
は
余
熱
を
利
用
す
る
た
め

で
す
。

　
ま
た
、
ぬ
る
ま
湯
の
代
用
と
し
て
ヘ

ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
ゆ
っ
く
り
温
め

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー

な
ど
は
炎
や
加
熱
し
た
水
道
管
か
ら
火

災
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。　

　
こ
れ
ら
の
方
法
な
ど
で
も
水
が
出
な

い
場
合
は
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
修
理
費
用
は
依
頼
し
た
人
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

　
寒
波
の
到
来
な
ど
で
一
度
に
多
く
の

家
庭
で
水
道
管
が
凍
結
し
て
、
業
者
に

修
理
依
頼
が
殺
到
し
た
場
合
、
解
凍
作

業
へ
の
着
手
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
程
度
に
よ
っ
て
は
、
一
日
中
水
道

が
使
え
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
天
気
予
報
を
確
認
し
て

水
道
管
を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
町
役
場
上
下
水
道
課

☎
６
９
2
・
６
４
0
８

②�

水
抜
き
栓
（
不
凍
栓
）
を
完
全
に
閉

め
ま
す
。

③�

蛇
口
に
手
の
ひ
ら
を
当
て
て
み
て
、

空
気
を
吸
い
込
ん
で
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
す
。
ト
イ
レ
の
ロ
ー
タ
ン
ク

の
水
も
忘
れ
ず
に
流
し
て
く
だ
さ
い

（
操
作
は
②
→
①
の
順
序
で
も
構
い

ま
せ
ん
）。

　
こ
れ
に
よ
り
、
凍
結
の
原
因
で
あ
る

「
水
」
が
配
管
内
か
ら
流
れ
出
る
た
め
、

凍
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
水
抜
き
栓

が
半
開
き
の
ま
ま
だ
と
地
中
に
水
が
流

れ
続
け
、
水
道
料
金
が
高
額
に
な
る
事

例
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水

抜
き
栓
の
開
閉
は
確
実
に
最
後
ま
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
蛇
口
付
近
な
ど
凍
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
箇
所
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
熱
湯
を
か
け
る
と
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ぬ
る
ま

湯
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
を

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
夜
間
や
外

出
な
ど
で
長
時
間
水
道
を
使
わ
な
い
と

き
は
水
抜
栓
（
不
凍
栓
）
で
水
を
抜
い

て
凍
結
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

①�

蛇
口
を
い
っ
ぱ
い
に
開
け
て
、
水
を

出
し
ま
す
。

　
水
道
管
内
の
水
は
、
気
温
が
氷
点
下

に
な
る
と
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
水
道
水
が
凍
結
す
る
と
、
水
が
出

な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
水
道
管
の
破

裂
に
も
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

冬
季
の
水
道
管
理
に
ご
注
意
を
！

正
し
い
水
抜
き
操
作
で
凍
結
防
止
の
徹
底
を

生
活

◆
凍
結
す
る
前
に

　
夜
間
や
外
出
時
は
水
抜
き
を

◆
水
抜
栓
の
し
く
み
と
操
作
方
法

◆
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
蛇
口
付
近
を
温
め
ま
し
ょ
う

◆
そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
場
合
は

　
専
門
業
者
に
修
理
依
頼
を

水栓金具
（蛇口） 立上り管

水抜きハンドル

排水部

配管の水が地中に
排出されます

1 次側
（止水）

2 次側
（水抜き）

埋設深度
（60 cm）
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申
込
期
間
は
12
月
12
日
か
ら
2₇
日
ま
で

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

募
集

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②�

入
居
者
全
員
の
続
柄
、
本
籍
が
記
載

さ
れ
て
い
る
書
類（
住
民
票
の
写
し
）

③�

市
町
村
長
が
発
行
す
る
所
得
証
明
書

（
2
0
1
９
年
度
の
も
の
、
入
居
す

る
人
全
員
分
）

※�

そ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
各
種
書

類
の
写
し
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
書
類
に
よ
っ

て
は
、
取
得
す
る
ま
で
に
日
数
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
ご
相
談
、
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

①�

申
込
書
提
出
の
際
、
家
族
の
状
況
な

ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。
本
人
ま
た
は

家
族
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②�

入
居
す
る
際
、
連
帯
保
証
人
を
町
内

か
ら
２
人
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す

（
雫
石
町
内
に
居
住
し
て
い
て
、
入

居
者
と
同
等
以
上
の
収
入
が
あ
り
、

独
立
し
た
生
計
を
営
ん
で
い
る
人
）。

③�

入
居
す
る
際
、
敷
金
（
家
賃
の
３
カ

月
分
）
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
12
月
12
日
（
木
）
〜
27

日
（
金
）　

※
受
付
時
間
▽
土
日
を
除

　
町
は
、
町
営
住
宅
へ
の
入
居
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

①�

現
に
雫
石
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

先
が
あ
る
こ
と
。

②�

現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る

こ
と
（
た
だ
し
60
歳
以
上
の
人
、
障

が
い
者
、
生
活
保
護
受
給
者
、
配
偶

者
か
ら
暴
力
被
害
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

③�

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

④�

政
令
に
定
め
る
左
記
の
所
得
の
範
囲

で
あ
る
こ
と
。

・�

高
齢
者
ま
た
は
障
が
い
者
な
ど
（
裁

量
階
層
）
の
世
帯
▼
月
額
21
万
４
千

円
以
下

・
一
般
世
帯
▼
月
額
15
万
８
千
円
以
下

⑤�

申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
な
ど
に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ

と
。

①�

町
営
住
宅
入
居
申
込
書
（
地
域
整
備

課
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま

◉入居者を募集する住宅

募集住宅 募集
戸数 構　造 間取り 浴槽 家賃※ 建築

時期

鴬　宿 1 戸 木造平屋建 2DK 有 16︐300 円〜24︐300 円 2003 年

春木場 1 戸 木造 2 階建 2 LDK 有 25︐700 円〜38︐300 円 2007 年

源大堂 4 戸 中層耐火構造 2DK 無 16︐000 円〜23︐800 円 1992 年

●
入
居
資
格

●
申
込
時
の
提
出
書
類

●
そ
の
他

く
、
８
時
30
分
〜
17
時

問
町
役
場
地
域
整
備
課

☎
６
９
2
・
６
４
0
６

˞Ո௞⾣ॴಘにΑΓҟなΓます。

障がい者への虐待を発見したらすぐに通報を！
　町は、障がい者を虐待から守るため「障がい者虐待
防止センター」を町役場総合福祉課内に開設しています。
障がい者に対する虐待は、障がい者の権利や尊厳を害
するものであり、安定した生活や社会参加を助けるた
めにも早期発見・早期対応が重要です。
　地域や職場、家庭内で虐待もしくは虐待の疑いがあっ
た場合は、当センターに通報していただくようお願い
します。なお、虐待の通報をした人や届け出をした人

の個人情報などについては守られ、通報者が施設・事
業所や職場の職員の場合は、通報したことを理由に解
雇などをすることは法律により禁じられています。

【連絡（通報）先】
◉平日（8 時 30 分～17 時 15 分）▶町役場総合福祉課
障がい福祉担当　☎ 692-6473
◉土日・休日・夜間（上記時間以外）▶町役場総合福
祉課通報連絡電話　☎ 080-2841-6038
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「ふるさと文化振興基金」2020年度1次募集を受け付けています
　町は、２0２0 年度ふるさと文化振興基金の補助対象事
業の１次募集を行っています。ふるさと文化振興基金は、
町民の皆さんが文化や産業の振興のために自主的に取
り組む活動や調査、研究に対し、補助金を交付し助成
する制度です。
　今回の募集は、２0２0 年 4 月 １ 日〜２0２１ 年 3 月 3１ 日
の期間に実施する事業が対象となります。

〈対象となる事業〉
◉文化、芸術の保存・伝承および活性化のための事業
◉福祉、保健衛生の向上のための事業
◉産業、スポーツ、教育、観光の活性化のための事業
◉自然保護、環境対策のための事業
◉まちづくりシンポジウム、講演会の開催など

〈補助金の割合および限度額〉
　次の ２区分のうち、いずれかで応募できます。
①�新規事業…補助対象経費の全額（上限 ２0 万円）また
は補助対象経費の ２分の １以内の額（上限 50 万円）
②�継続事業…補助対象経費の ２分の １ 以内の額（上限
50 万円）

〈申込期限〉
２0２0 年 １ 月 3１ 日（金）１7 時
※�今回の受付分から、事前に町役場担当課や関係機関
への相談・ヒアリングを受け、申請書類を整えた上
で申し込みいただくことになります。申請書類に不
備がある場合は受付できませんので、ご注意ください。

〈問い合わせ・申込先〉
町役場地域づくり推進課（☎ 60１–54１9）
※�申し込みに必要な書類は町役場地域づくり推進課に
備え付けているほか、町ホームページからダウンロー
ドできます。

◀�

基
金
が
活
用
さ
れ
た
「
し
ず
く

い
し
混
声
合
唱
団
創
立
ú0
周
年

コ
ン
サ
ー
ト
」

の
協
働
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
意
見

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
の
委
員
意
見
を
踏
ま

え
、
今
後
、
町
が
訪
問
看
護
を
は
じ
め

と
す
る
在
宅
ケ
ア
の
担
い
手
と
な
り
、

町
民
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
町
役
場
健
康
推
進
課

☎
６
９
2
・
2
2
2
７

　
町
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
、町
民
が
年
齢
を
重
ね
て
も
、

障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
安
心
し
て

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う「
在
宅
医
療
」

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
2
0
1
3
年

度
に
町
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
訪
問
看
護
」
と
は
、
看
護
師
が
利

用
者
の
自
宅
に
訪
問
し
、
病
気
や
障
が

い
に
応
じ
た
看
護
や
、
主
治
医
の
指
示

に
基
づ
い
た
病
院
と
同
じ
よ
う
な
医
療

処
置
を
行
い
、
健
康
状
態
の
悪
化
防
止

や
回
復
に
向
け
て
の
お
手
伝
い
を
行
う

も
の
で
す
。

　
町
は
、
本
年
７
月
に
「
雫
石
町
訪
問

看
護
事
業
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
町
内
医
療
機
関
代
表
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
関
係
団
体
委
員
９
人
と
今

後
の
訪
問
看
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
11
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
雫

石
町
訪
問
看
護
事
業
検
討
委
員
会
で

は
、
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
訪
問
看
護

事
業
の
安
定
し
た
経
営
と
在
宅
医
療
の

充
実
を
図
る
た
め
、
今
あ
る
資
源
を
生

か
し
て
町
の
保
健
事
業
も
含
み
、
町
と

雫
石
町
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後
の
展
開

町
訪
問
看
護
事
業
検
討
委
員
会

護
看

第 úճ࣢ੴ町๚໰ݕۀࣄޢ؃౼ҕһձの༷ࢠ
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【
活
動
内
容
】
雪
ま
つ
り
期
間
の
メ
イ

ン
会
場
（
岩
手
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
）

の
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
係
る
補
助

【
日
時
】２
月
７
日（
金
）〜
11
日（
火
・

祝
日
）

【
時
間
】
８
時
30
分
〜
1８
時
の
間

【
申
込
方
法
】
左
記
問
い
合
わ
せ
・
申

込
先
へ
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
・
参
加
で
き
る
日
時
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
12
月
20
日
（
金
）

【
そ
の
他
】
⃝
2
0
2
0
年
1
月
に
事

前
の
ス
タ
ッ
フ
打
ち
合
わ
せ
会
を
実
施

し
ま
す
。
⃝
活
動
時
間
に
よ
り
昼
食
を

準
備
し
ま
す
。
⃝
防
寒
対
策
は
各
自
で

お
願
い
し
ま
す
。
⃝
現
地
集
合
、
現
地

解
散
と
し
ま
す
。
⃝
報
酬
な
ど
の
支
払

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
わ
て
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
町
役
場
観
光
商
工
課
内
）

☎
６
９
2
・
６
４
0
７

FAX

６
９
2
・
5
2
0
８

ekankou@
tow
n.shizukuishi.

iw
ate.jp

　
雪
ま
つ
り
の
期
間
中
、
メ
イ
ン
会
場

の
岩
手
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
で
雪
像
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
参
加
条
件
】
家
族
、
職
場
、
サ
ー
ク

ル
の
仲
間
な
ど
ど
な
た
で
も
参
加
可

能
。
※
２
月
11
日
の
閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー

表
彰
式
に
代
表
者
が
参
加
で
き
る
団
体

の
み
申
し
込
み
可
能
と
し
ま
す
。

【
募
集
数
】
10
団
体
（
先
着
順
）

【
募
集
期
限
】
1
月
31
日
（
金
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
方
法
】
F
A
X
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
】
優
勝
、
２
位
、
３
位
▼
賞
状

お
よ
び
記
念
品
（
優
勝
▼
３
万
円
相
当

雫
石
牛
、２
位
▼
1
万
円
相
当
特
産
品
、

３
位
▼
５
千
円
相
当
特
産
品
）
の
進
呈

【
開
催
日
時
】
２
月
７
日
（
金
）
〜
11

日
（
火
・
祝
）、
９
時
〜
1８
時
※
会
場

ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

【
会
場
】

①�

岩
手
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
（
メ
イ
ン

会
場
）▼
雪
像
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

雪
あ
そ
び
広
場
、
屋
台
村
な
ど

②�

休
暇
村
岩
手
網
張
温
泉
・
網
張
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
▼
雪
見
風
呂
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
体
験

③�

雫
石
ス
キ
ー
場
▼
岩
手
の
ス
ノ
ー
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
…
子
ど
も
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
、
雪
遊
び
が
充
実
。

④�

小
岩
井
農
場
（
臨
時
駐
車
場
）
▼
か

ま
く
ら
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ど
※
入
場

料
が
別
途
必
要
で
す
。

⑤�

盛
岡
手
づ
く
り
村
▼
地
酒
の
試
飲
販

売
・
手
づ
く
り
教
室
ほ
か

⑥�

ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
▼
物
産
・
夢
灯

り
ほ
か

⑦
雫
石
高
校
▼
雪
上
運
動
会
（
観
覧
）

⑧�

鶯
宿
温
泉
▼
雪
灯
り
、
馬
そ
り
ほ
か

※
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
、
随
時
い
わ
て
雪
ま
つ
り

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
い
わ
て
の
冬
の
風
物
詩
「
い
わ
て
雪

ま
つ
り
」
が
、
２
月
７
日
か
ら
11
日
ま

で
、
岩
手
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
を
メ
イ

ン
会
場
に
全
８
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
第
53
回
と
な
る
今
回
は
、「
あ
そ
ぶ
、

め
ぐ
る
、
感
じ
る
、
雪
の
わ
く
わ
く
」

を
テ
ー
マ
に
、
雪
ま
つ
り
の
原
点
で
あ

る“
見
る
、
触
れ
る
、
遊
ぶ
、
味
わ
う
”

を
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
提
供
し
ま
す
。

　
岩
手
の
楽
し
い
冬
を
体
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら

し
、
子
ど

も
か
ら
大

人
ま
で
楽

し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く

さ
ん
で
す

の
で
、
皆

さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ

の
上
ご
来

場
く
だ
さ

い
。

あ
そ
ぶ
、
め
ぐ
る
、
感
じ
る
、
雪
の
わ
く
わ
く

第
５3
回
い
わ
て
雪
ま
つ
り　
２
月
7
日
〜
11
日
開
催

催
し

◆
8
会
場
で
同
時
開
催
！

ઇまͭΓձ৔の໷ۭΛ࠼っ
年のՖՐࡢͨ

˛いΘてઇまͭΓ
ެࣜϗʔϜϖʔδ
の23ίʔυ

◉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

◉
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集
中
！

ଟくのདྷ৔ऀͰに͗Θ͏ࡢ年のઇまͭΓձ৔



�� 広報しずくいし● 2019 年 12 月 10 日●第 887 号

問問い合わせ・申し込み先　☎電話番号　FAXファクス番号　日日時　場場所　e E メール・URL

　町内 3 つのスキー場がいよいよオープン！それぞれ
異なる魅力と風景を楽しめるスキー場で、雫石ならで
はの多彩な雪遊びを満喫しましょう！
　雫石スキー場では全日、網張温泉スキー場では平日、
今年も 19 歳のリフト券が無料です（じゃらん net 会
員への登録が必要。特定日を除く）。また、雫石スキー
場では、20 歳の平日リフト券も無料です。岩手高原
スノーパーク、雫石スキー場では、小学生以下のリフ
ト券が無料です。
　3 スキー場がさまざまな企画を用意し、皆さんのお
越しをお待ちしています。
★雫石スキー場（☎ 693-1114）

【営業時間】全日▶8時30分〜16時30分、加えて土曜・
特定日はナイター営業▶ 17 時〜20 時　※ナイター営
業は日により営業時間が異なりますので、お問い合わ
せください。

★網張温泉スキー場（☎ 693-2211）
【営業時間】全日▶ 8 時 30 分〜16 時
★岩手高原スノーパーク（☎ 693-4000）

【営業時間】平日・日曜・休日▶ 8 時 30 分〜21 時、金曜・
土曜・休前日▶ 8 時 30 分〜22 時

町内3つのスキー場で冬を満喫しよう！
スキーシーズン到来　お得いっぱい！

◀�

岩
手
山
や
雫
石
の
町
並
み
を
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
♪

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

省
エ
ネ・節
電
を
意
識
し
た
生
活
を
実
践
！

環
境

　
12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
寒
い
日
が
続
き
、

暖
房
を
中
心
と
し
て
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
家
庭
で
使
わ
れ
ま
す
。

　
過
剰
な
暖
房
の
使
用
を
抑
制
し
て
、

室
温
20
℃
で
も
快
適
に
過
ご
せ
る

「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
で
地
球
と
家
計
に

や
さ
し
い
生
活
を
心
掛
け
、
寒
い
冬
を

快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
町
役
場
環
境
対
策
課

☎
６
９
2
・
６
４
８
６

ᶃর໌
・人がいない部屋の電気はすぐに消しましょう。
・白熱電球を LED電球に交換するのも有効な手段です。

ᶄిؾϙοτ
・�ポットのお湯を、そのまま保温するのではなく、使用後電
気プラグを抜いて、また使用する際に再沸騰させましょう。

ᶆԹਫચড়ศ࠲
・設定温度は低めに設定しましょう。
・使用しないときには、必ずフタを閉めましょう。

冬の省エネ・節電の有効な取り組みの一例

ᶅҥྨ
・�マフラーや靴下などで特に冷えやすい首回りや足元を
温めましょう。

　
町
は
、
不
法
投
棄
の
抑
止
と
投

棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
早
期
発
見
の

た
め
、
監
視
員
に
よ
る
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
収
集
し
た
不
法
投
棄
物
の
重

量
は
１
０
８
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

こ
の
処
分
に
は
税
金
が
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
監
視
の
目

で
、
不
法
投
棄
行
為
を
追
放
し
ま

し
ょ
う
！

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

監
視
の
目
で
追
放
し
ま
し
ょ
う
！収ूしͨλΠϠ
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地域包括支援センターだより ～健
け ん こ う

幸長寿への道～
地域包括支援センターは、高齢者の皆さんの生活を総合的に支援しています。お気軽にご相談ください。

問い合わせ先▶総合福祉課　雫石町地域包括支援センター（☎ 691-1105）

　成年後見制度は、認知症、知的障害、精神障害などの理由で判断能力が十分でない人の権利と財産を守る
ため、家庭裁判所によって選ばれた成年後見人などが保護・支援をする制度です。

ご存知ですか？「成年後見制度」

～たとえばこんなとき～
・預貯金の管理が一人ではできない。
・認知症の親の財産管理を代わりに行いたい。
・認知症の親が悪質商法にかからないか心配。
・介護サービスなどの契約内容が一人では理解できない。
・一人暮らしのため、将来、認知症や病気になったときのことが不安だ。

↓
成年後見制度の利用を考えてみませんか？

後見人ができることは？
　家庭裁判所によって選ばれた成年後見人など
は、不動産の売買、銀行口座の管理、施設入所
の手続きなどの重要な財産管理や契約行為を本
人に代わって行うことができます。また、本人
が訪問販売などで必要のないものを買ったりし
た場合、後から取り消すこともできます。

制度を利用するためには？
　家庭裁判所で申立ての手続きをすることにな
ります。

　本人の親族以外にも、法律・福祉の専門家と
いった第三者が選ばれる場合もあり、本人の事
情に応じて家庭裁判所が選任します。

　本人の親族以外にも、法律・福祉の専門家と
誰が成年後見人になるの？

費用はかかるの？
　申し立てに係る費用は、申立手数料（800 円）、
登記手数料（２,600 円）、郵便切手（申し立ての
種類で異なり 3,500 円〜5,000 円程度）、診断書
作成料（医療機関による）、鑑定料（申し立て後、
別途必要になることがある）などです。

　なお、判断能力があるうちから、将来の財産管理や身上監護に関する法律行為を「誰に」「どのような」
支援をしてもらうかをあらかじめ契約して決めておく「任意後見制度」もあります。手続きのためには、
将来後見人を頼みたい人と公証人役場に行き、任意後見契約を作成する必要があります。

【੒年੍ݟޙ౓にؔする૬ஊɾ໰い߹Θͤઌ】
町地域包括支援センター、盛岡家庭裁判所（☎�6２２-345２）、盛岡公証人合同役場（☎�65１-58２8）、日本司法支援セ
ンター（☎ 0570-078374）
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問問い合わせ・申し込み先　☎電話番号　FAXファクス番号　日日時　場場所　e E メール・URL

― 子育て応援宣言 !―
子 育 て が 楽 し く な る ま ち 、 雫 石

子育て情報

通信 vol.1₉ 問町健康センター
子育てコンシェルジュ（☎ ₆₉₂︲₂₂₂₇）

︻
一
般
業
務
︼

　
１２
月
２8
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
み
期
間
中
の

婚
姻
届
、
出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
は
役

場
庁
舎
西
側
の
宿
直
室
で
受
け
付
け
ま

す
。

︻
保
健
衛
生
業
務
︼

　
次
の
と
お
り
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◉�

滝
沢
清
掃
セ
ン
タ
ー
▽
１
月
１
日
〜

１
月
３
日

◉�

雫
石
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
▽
１２
月

3１
日
〜
１
月
３
日

◉�

ご
み
収
集
▽
「
ご
み
と
資
源
の
分
け

方
・
出
し
方
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◉�

火
葬
場
▽
１２
月
3１
日
〜
１
月
２
日�

年
末
年
始
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

町
の
窓
口
業
務

かんきょうニュース！ 問町役場環境対策課 ☎ 692-6403

ごみ排出量（単位：トン）
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資源ごみ排出量
事業系ごみ排出量
家庭ごみ排出量2019.102018.102017.10

362.1351.6

176.6165

38.947.8
合計 577.6合計 564.4

360.6

169.2

43.1
合計 572.9

忘・新年会シーズン到来 ! " 楽しく ･おいしく ･ 残さず食べよう "

2019 年 10 月に排出された
ごみのうち家庭から排出さ
れたごみは約 362㌧ で、昨
年と比べて排出量が増加し
ています。ごみの減量・資
源化にご協力をお願いしま
す！

岩手県 3R
推進キャラクター

　日本では、まだ食べられるにもかかわらず廃棄される食品（食品ロス）が年
間約 643 万トンも発生しています。この量は、国民全員が毎日お茶わん １杯分
の食べ物を捨てているのと同じ量です。食品ロスの出やすい忘・新年会などの
宴会時は、下記の「宴会 3か条」を心がけて、食品ロスを削減しましょう！

★宴会 3か条★
ͦの 1ɿదྔ஫จΛ৺͕͚ましΐ͏
ͦの 2ɿú

ㇷ㈵㈠㈭㇤㈃㈠㈭

0 1 0ӡಈ˞Λ࣮ફしましΐ͏
ͦの úɿ৯΂͖Γの੠͔͚Λしましΐ͏

※ �30１0 運動…宴会開始後 30
分と終了前 １0 分はしっか
り料理を食べる時間を作
ることにより食べ残しを
減らす取り組みです。

泣いてもいいよ！という笑顔が
増えますように☆

　皆さん、こんにちは！　子育てコンシェルジュ、猪
いの

又
また

優
ゆう

香
か

です。
　２0１8 年 6 月号にも掲載しました「WE（ウィー）ラ
ブ赤ちゃんプロジェクト」が皆さんのおかげでどんど
ん広がってきています！
　この「WEラブ赤ちゃんプロジェクト」は、イン
ターネットサービスを提供するエキサイト㈱のウェブ
メディア「ウーマンエキサイト」が展開している、社
会全体で赤ちゃんの泣き声を見守っていこうという取
り組みです。意思表示もままならない小さな赤ちゃん
は、泣くことで感情を表現するため、ママやパパが懸
命にあやしてもなかなか泣き止んでくれません。そこ
で、社会全体が赤ちゃんに〝愛〟�を向けることによっ
て、よりよい環境が生まれるのかもしれない！�そん
な願いを込めて、ウーマンエキサイトでは、赤ちゃん
の泣き声を温かく見守っている人たちがいることを可
視化する「WEラブ赤ちゃん�―泣いてもいいよ！―」
のステッカーを作り、配布・周知しています。
　町は、安心して子どもを産み育てられるまちづくり

を目指し、このプロジェクトが掲げる「子育てしやす
い社会を作る」というビジョンに共感し、子育てを応
援する活動の一環として正式賛同しています。それに
伴い、さまざまな施設に「WEラブ赤ちゃんプロジェ
クト」のポスター掲示のご協力をいただいています。
　この活動を通じて、この町には子育てに協力的な人
や施設が多いことや、このマークを見ると笑う子ども
が多いことを発見しました。また「子どもが泣くのは
もちろん構わないけれど、飲食店などで走り回ったり
大きな声で騒いだりするのは保護者に注意してほし
い」「保護者には、子どもから目を離さないで危険が
ないかなどを見守って
ほしい」などの意見も
いただいています。
　保護者の心がけで、
子どもがより多くの人
に温かく見守ってもら
えるのではと思います。

◀�

こ
の
活
動
で
、
み
ん
な
が
笑

顔
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！
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ま
ち
の
話
題
・

         
出
来
事
紹
介
●͋なͨの਎ۙͰ͖ͨىग़དྷࣄ΍ָ
しい࿩୊、ΠϕϯτなͲの৘報Λ͓
஌Βͤくͩ͞い。

問町໾৔੓ࡦਪਐ՝広報୲౰
ό 020Ȃ0ü9üʢॅॴෆཁʣ
☎ ý92ʵýü70
FAX ý92ʵ1ú11
e LPVIPV!UPXO�TIJ[VLVJTIJ�JXBUF�KQ

11 月 7 日 11月 ú日

10 月 ú0 日

タウン トピックスタウン トピックスタウン トピックス

雫高生徒が雫石町の魅力発信について考える
「シティプロモーション・ワークショップ」開催
　１0 月 30 日、雫石高校（小原由紀校長、生徒数 84 人）で「シティプロモー
ション・ワークショップ」が開かれました。
　このワークショップには １年生 ２5 人が参加。全国の自治体でシティプ
ロモーションなどを手がけ、本町でもブランドメッセージの策定にご協
力いただいた田中淳

じゅん
一
いち
さん（株式会社 POPS・クリエイティブディレク

ター）が全国各地の事例を紹介し、生徒たちは魅力の伝え方にはさまざま
な方法があることを学びました。その後、町役場職員やNPO法人まちサ
ポ雫石が協力しながら、生徒は 6班に分かれて意見を交換。「虹の似合う
まち�雫石町」のブランドメッセージに合わせ、町の魅力を町外にどう発
信するかを考えました。
　生徒からは「虹の宝を探しに行く動画を作成する」「お菓子を作って虹
のパッケージにする」「虹色の道路で虹色の軽トラを走らせる」など、高
校生ならではのアイデアが飛び交いました。

ాத͞ΜにΑるશ֤ࠃ஍のྫࣄ঺հ ͨく͞ΜのΞΠσΞΛग़すੜెͨͪ

岩手が誇るお米「銀河のしずく」
町内の小中学校で一斉試食会
　１１ 月 7 日、町内全ての小中学校の給食に、岩手県
オリジナル水稲品種「銀河のしずく」のご飯が提供さ
れました。
　提供された「銀河のしずく」は、岩手のお米への愛
着心と食育活動の推進を図りたいとの思いを込めた町
内の生産者から無償でいただいたもので、西山小学校
（下川恵司校長、児童数 １58 人）で行われた試食会で
は、生産者であるユニティファーム七区の高畑武

たけ
巳
み
さ

ん（七区）から「他のお米との違いを感じながら、味
わって食べてください」とお話があり、「銀河のしずく」
を食べた児童たちは「ふっくらで粒が大きくてモチモ
チしている。普段食べることがないけれど、とっても
おいしい」と感動していました。

最終回も大盛況！
「元祖しずくいし軽トラ市」閉幕
　5月にスタートした「元祖しずくいし軽トラ市」（同
実行委員会主催）が １１ 月 3 日、今年の最終回を迎え、
会場のよしゃれ通り商店街は雫石の美味しい秋の味覚
などを求める約 5,700 人の来場者で賑わいました。
　恒例の温泉ペア宿泊券などが当たる大抽選会や、児
童館の子どもたちによる販売体験、商工会青年部によ
るイベントのほか、今回は「岩崎家ゆかりの地」とし
て広域連携している千葉県富里市からの出店もあり、
大盛況のうちに幕を下ろしました。
　全 6回開催された今年の軽トラ市には、２005 年の
開催以来初の年間 3万人越えとなる、延べ約 3１,700
人が来場！
　来年も笑顔
と元気を乗せ
て走り続け
る「元祖しず
くいし軽トラ
市」にぜひお
越しくださ
い！

͓ถ࡞ΓのࢥいΛޠるੜ࢈
ऀのߴാ෢າ͞Μ

ʮۜՏのしずくʯの͓いし͞
にࣇಐͨͪ΋େຬ଍ େநબձの༷ࢠ
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11 月 1ý 日ʙ2û 日 11 月 10 日

11 月 22 日

　１１ 月 １6 日〜２4 日、雫石町観光物産センターで「第
9回ぬくもりの灯り展」が開催されました。
　全国的にも「灯り」だけをテーマとした作品展は珍
しく、毎年好評を得ています。今回は町内をはじめ、
県内で活動している １0 の工房が一堂に会し、ぬくも
りと癒しのさまざまな作品が展示・販売されました。

　１１ 月 ２２ 日、一般財団法人慰霊の森（理事長：猿子
町長）主催で「慰霊の森大規模改修と航空安全祈念の
塔竣工除幕式」が行われました。
　本年 4月から大規模改修が行われ、環境整備された
慰霊の森に、財団法人役員のほか犠牲者の大半を占め
る静岡県富士市の森田正

まさ
郁
ふみ
副市長、遺族、全日空や自

衛隊関係者ら 85 人が出席。事故を風化させることな
く、航空安全を祈念し続けていくことを誓いました。
　総事業費は約 5,959 万円で、防衛省・自衛隊の職員
有志、全日空、富士市民、雫石町民らの募金と日本財
団の補助金により今回の改修が行われました。

「慰霊の森」の大規模改修が完了
来年五十回忌を前に竣工除幕式

վमしͨʮҚྶಊʯ

　令和元年度雫石町火災防御訓練が １１ 月 １0 日、下町
および駅前地域を会場に行われました。
　訓練は、寺の下地内の物置小屋から火災が発生し、
風下の下町地内に飛び火、延焼拡大するおそれがある
との通報が入った想定で、町消防団が消防ポンプ自動
車の中継による火災防御および飛び火警戒訓練を行い
ました。
　この訓練は、１95１ 年（昭和 ２6 年）5 月、雫石駅前
から下町地域にかけて ２59 棟が焼失した「雫石大火」
と同じ状況であることから、参加した消防団員も緊張
感を持って取り組んでいました。
　これから冬にかけて空気が乾燥し、火災が発生しや
すい気候となります。暖房器具など火気を使う機会も

多くなってきま
すので、一人ひ
とりが防火の重
要性を十分に自
覚し火災予防を
実践していきま
しょう。

「雫石大火」を教訓に
町消防団が火災防御訓練を実施

▶�

雫
石
保
育
園
裏
で
行
わ

れ
た
火
災
防
御
訓
練

「灯り」をテーマに空間を演出
第 ₉ 回ぬくもりの灯り展を開催

？ ？？
？？ ？？
？？町で見かけた何コレ

　11 月初旬、町民の方から広報担当に連絡があ
り、細川久美子さん（桝沢）が営む「産直ばあ
ちゃんち」でキレイな「ガ」が生まれたと情報
提供いただきました。
　広報担当が独自に調査したところ、「ウスタ
ビガ」という種類ではないでしょうか。久美子
さんは「最近はこの黄緑色のマユを見かけなく
なった。昔は川沿いに行くと、よくドングリの
木などに付いていた」と話し、実際にマユから
出てきたのは初めて見たそうです。

ೣに༡͹Εな͕Β΋、ࣗ෼͕ੜまΕͨ
ϚϢにඞࢮにし͕Έͭいていましͨ

৽ઃし ʮۭͨ҆ߤશف೦のౝʯ

ձ৔はݬ૝తな౮ΓにแまΕましͨ
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【広告】　この広告に係る掲載料は、町の収入になっています。

わたしたちにできること。

備える備える備えるもしもに

　日本は、その位置、地形・地質・気象などの自然条件から、地震や
台風、火山噴火などの自然災害が発生しやすい環境にあります。私た
ちが生活する雫石町も例外ではありません。
　そこで、シリーズにわたり「防災」を中心とした「消防」「防犯・
交通安全」などに関する役立つ情報を皆さんに発信します。

vol.09
火山噴火に関する情報について

　噴火に伴うさまざまな火山現象は私たちの生命や生活に重大な被害を及ぼします。今回は、そのような火山現象が発生した
場合の対応方法について説明します。

◆大きな噴石
　大きな噴石の多くは火口から数 km程度以内に落下す
るため、火口から十分離れた場所に避難してください。
◆溶岩流
　溶岩流は、マグマが火口から噴出して地表を流れ下る
もので、一般に速度が遅く、徒歩でも逃げることが可能
です。落ち着いて、到達範囲の外に避難してください。
◆火砕流・火砕サージ
　高熱の岩石や破片が斜面を流れ下る現象を火砕流、火
山灰と空気の混ざった高熱の爆風を火砕サージと言いま
す。高速（時速 １00㎞以上）で流れ下るため、発生して
からの避難は困難です。噴火の危険性が高い状況になっ
たら火山情報などに十分注意し、速やかに到達範囲の外
に避難してください。万が一避難が遅れた場合は、少し
でも高台の物陰に隠れてください。
◆融雪型火山泥流
　雪による火山泥流は高速（時速 60㎞程度）で流れる
ため、速やかな避難が必要です。噴火の危険性が高い状
況になったら、火山情報などに十分注意し、速やかに到
達範囲の外に避難してください。万が一避難が遅れた場
合は、少しでも高いところに避難してください。
◆土石流
　土砂が水と混合して河川・渓流などを流下する土石流
は、雨により発生します。高速（時速 50㎞程度）で流
れるため、噴火後、台風の接近などあらかじめ大雨が想
定される場合には土石流の到達範囲から避難してくださ
い。万が一避難が遅れた場合は、沢から離れた少しでも
高いところに避難してください。

◆火山灰などの降下
　火山灰がたくさん積もった場合は、家屋がつぶれない
ように屋根の上の火山灰を除去してください。また、農
作物に被害が及ぶ可能性があります。
　火山灰は目や呼吸器系に影響を及ぼし、状況によって
は皮膚に炎症を起こす場合もあります。少量でも火山灰
が降りだしたら、タオルやマスクにより火山灰を吸い込
まないようにしましょう。また、防塵メガネを着用して
目を守りましょう。目に痛みを感じたらこすらずに水で
洗い流しましょう。

＜降灰による被害＞

数㎜ 農作物に被害発生
2㎝ 目・鼻・のどなどの異常

数㎝ 自動車など交通機関に影響

10 ㎝ 古い木造家屋などに被害

20～30 ㎝ 多くの木造家屋など
に被害

50 ㎝ 半数以上の木造家屋が倒壊

1m ほとんどの木造家屋が倒壊

※灰は、雪の数倍の重さがあります

降
灰
の
厚
さ
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【応募要領】子の写真（データ）※顔から上全体が写っ
ているもの、子の名（ふりがな）と生年月日、保護者（父
母など）氏名、住所（行政区）、電話番号、コメントを
書き添え、誕生月の前月 20 日ごろまでに投稿してくだ
さい。※写真データはメールで送信するか、USB など
で持参してください。

【応募先】町役場政策推進課広報担当
e kouhou@town.shizukuishi.iwate.jp

　最近ますますパワフルに
なってきたはやとくん (*^^*)
戦隊ものや新幹線が大好き♡
　これからも元気にすくすく
と、大きくなってね！！

藤原 勇
はや
人
と
くん

詢・美里夫妻の子
（林）

　歌と踊りが大好きで、いつ
でもどこでも歌が流れると、
ついつい踊ってしまいます。

櫻田 理
り
乃
の
ちゃん

文昭・亜貴子夫妻の子
（葛根田）

　車と新幹線が大好きです。
清掃車とバックホウのおも
ちゃがお気に入りです☆

古舘 謙
けん
真
しん
くん

謙太郎・真里奈夫妻の子
（下町四）

　ひょうきん者のミレちゃん、
いつも家族を笑わせてくれて
ありがとう！健やかに育って
ね！

徐 未
み
来
れ
ちゃん

徐 明秀・金 香夫妻の子
（板橋）

発行月に 3歳の誕生日を迎える子を紹介
しています。掲載を希望する人は下記の
応募要領によりお申し込みください。

町の求人情報 注） は普通車運転免許、 は中型・大型車運転免許、 はAT限定不可

求人者名 職種 基本給（円） 求人番号 必要資格など

正　
社　
員

ʣࢁ෢Թઘϩοξͨͪ͹なʢ௕ݰ 調理全般 １50,000〜１80,000 ２56２8２9１ （通勤用）
ࣰଜൻ೘ثՊΫϦχοΫʢࣉのԼʣ 看護師・准看護師 １75,000〜２45,000 ２606２09１ 看護師または准看護師免許
ҩྍ๏ਓࣾஂۜՏ࣢ੴେ৿ΫϦχοΫʢઍాמʣ 医療クラーク １50,000〜２00,000 ２２90739１ 医療事務系の資格があればなお可
᷂ΞεϐϨʔγϣϯʢ੢҆ఉʣ 法面工・土木工・除雪 ２30,000〜２87,500 ２337479１

᷂໦͝こͪʢ൘ڮʣ 現場作業員 ２00,000 ２586509１
業務営業 ２00,000 ２586899１

தଜ᷂ࡐݐʢਔࠤ੉ʣ

現場管理者（主任・監理
技術者） １70,000〜330,000 ２563479１ ２ 級土木施工管理技士以上

土木作業員・除雪作業員 １60,000〜２50,000 ２563589１ （大型特殊免許、車両系建設機
械免許あればなお可）

ࣾձ෱ࢱ๏ਓのͧΈձʢ൘ڮʣ 生活支援員（希望ヶ丘学
園） １44,500〜１80,000 ２64１２２9１ 、福祉関連資格（取得見込み含む）

あればなお可、男性限定

正
社
員
以
外

ࣾձ෱ࢱ๏ਓのͧΈձʢ൘ڮʣ

児童支援員（こども発達
支援センターのぞみ） １44,500〜１80,000 ２64１359１ 、保育士ほか福祉関連資格あれ

ばなお可（取得見込み含む）
生活支援員（希望ヶ丘学
園） １44,500〜１80,000 ２64１4１9１ 、福祉関連資格（取得見込み含む）

あればなお可
ಛผཆޢ࿝ਓϗʔϜ日੺᳉໐૳ʢೆാʣ 介護職員 １36,500〜２00,000 ２585489１ 、介護の資格あればなお可
᷃઒௕ࢁ૳ʢԩ॓ʣ 接客係 １37,000〜１60,000 ２578２２9１ 不問
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　町は、行政運営の一層の透明性を図
り、町民に開かれた信頼あるまちづく
りを進めるため、町長交際費の支出状
況を公開しています。また、町ホーム
ページでも公開しています。

町長交際費を
公開します
町長交際費を
公開します

ʢ10 月ಧ͚ग़෼ʣ
おめでた Χοί಺はอ໊ऀޢ

10 月
₄ 藤原　亜

あ

輝
き

・男（貴紀）篠 崎
10 藤本　愛

あい

麗
り

・女（郁弥）上町三
11 立花　俊

しゅん

輔
すけ

・男（大輔）七ツ森
1₃ 佐々木梨

りん

七
な

・女（ 洸 ）上町三
16 目移　十

と

和
わ

・男（和行）上野沢
21� 吉田　弥

や

央
ひろ

・男（幸一） 林

おくやみ Χοί಺はڗ年ͱ૕ओまͨはੈଳओ
　10 月
1 下澤田　緑

みどり

（6８・敏雄）岩 持
2 福田　チヱ（96・啓二）上町二
2 石塚　　昭

あきら

（90・馨侍）中町一
2 髙橋婦

ふ

美
み

子
こ

（77・利一）赤 滝
6 木村　政

まさ

美
よし

（79・ 広 ） 南
12 但馬　　静

しずか

（66・研二）横 欠
1₄ 舛澤シゲノ（８3・誠一）桝 沢
1₄ 沼野　典

のり

夫
お

（65・細川ひろ子）黒 沢
1₅ 煙山　壽

じゅん

子
こ

（８0・幸広）鴬 宿
21 高橋　　東

あずま

（67・西村学）片子沢
26 工藤シノブ（91・正志）橋 場
2₉ 宝屋敷　稔

みのる

（64・明里）中 沼
₃0 山崎扶

ふ

美
み

子
こ

（91・正美）小 松
₃0 小坂　陽

よう

子
こ

（69・英美）天 瀬

交際費の支出状況
₁₀ 月 累計（₄～₁₀ 月）

9 件 70︐500 円 81 件 527，500 円

税情報
【12 月の納税】納期限：12 月 25 日（水）
　◉町・県民税　普通徴収 4期
　◉国民健康保険税　6期

　

　軽自動車や小型特殊自動車、原動機
付自転車を廃棄、売買または譲渡した
場合は廃車の手続きが必要です。軽自
動車税は毎年 4月 1 日現在の所有者に
課税されるため、2020 年 4 月 1 日まで
に廃車手続きをしないと、2020 年度分
の軽自動車税が課税されますのでお早
めに手続きをしてください。
　なお、雫石町ナンバーの車両の廃車
手続きができるのは、その車両が手元
に残っていない場合に限られます。「今
乗っていないから」「壊れているから」
などの理由での廃車手続きはできませ
んのでご注意ください。
問町役場税務課　☎ 692-6483

軽自動車などの廃車登録は
お済みですか？

【募集人員】4８ 人程度
【依頼期間】2020 年 4 月 1 日〜2022 年
3 月 31 日（2年間）
【依頼内容（予定）】◉国有林に関する
アンケートへの回答（年 2回）◉園地
見学会への出席（期間中に 3回）◉モ
ニター会議への出席（2年目に 1回）
【応募資格】国有林に関心のある満 1８
歳以上（2020 年 4 月 1 日時点）の人
【応募方法】応募用紙に必要事項を記
入の上、郵送、FAX、電子メールの
いずれかで応募。応募用紙は東北森林
管理局ホームページからダウンロード
できます。
【応募期限】1月 31 日（金）
【発表】選考結果は 3月中に応募者全
員に通知します。
問東北森林管理局企画調整課林政推進
係（〒 010-８550� 秋田市中通 5 丁目 9
番 16 号� ☎ �01８-８36-222８、 FAX 01８-
８36-2031、e t-kikaku@maff.go.jp）

2020 年版岩手県民手帳
　　岩手県能率手帳販売中！
　２0２0 年版岩手県民手帳、岩手県能
率手帳を町役場 ２階政策推進課で販売
しています。ぜひお買い求めください。
【販売価格（税込み）】岩手県民手帳
700 円、岩手県能率手帳（別冊付録「ア
ドレス帳付き）800 円

【販売期間】１ 月 ２２ 日
（水）まで
問町役場政策推進課内�
☎ 69２-657１

「国有林モニター」を
募集します
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問問い合わせ・申し込み先　☎電話番号　FAXファクス番号　日日時　場場所　e E メール・URL

務は12月 29日（日）から1月 5日（日）
まで休みます。
問文化企業㈱（盛岡市上鹿妻稲荷
場 44 番 地� ☎ 659-3210、 FAX 65８-
0990、フリーダイヤル 0120-593210）

　（公社）岩手県農業公社は、新たに
農業を始めようとする人を対象に、県
内の就農に関する情報の提供と、農業
の担い手の円滑な定着を図ることを目
的に「新農業人フェア in いわて」を
開催し、新規就農相談に応じます。農
業に興味のある人はお気軽に参加くだ
さい。
日 1 月 11 日（土）10 時 30 分〜15 時 30
分
場いわて県民情報交流センター（ア
イーナ）８階　８03・８04 会議室
【参加料】無料（入退場自由）
問（公社）岩手県農業公社� ☎ 623-
9390

　成年後見制度に関する相談業務や後
見人の活動を支援する盛岡広域成年後
見センターの運営受託者を公募型プロ
ポーザル方式により募集します。
【受託開始時期】2020 年 4 月
【申し込み】必要書類を 2020 年 1 月 7
日（火）17 時までに盛岡市長寿社会課
（〒 020-８530・住所不要）へ郵送（必
着）または持参
問町役場総合福祉課�☎ 691-1105、盛
岡市長寿社会課�☎ 613-８144

　盛岡森林管理署は、2021 年から 5
年間の「北上川上流国有林の森林計画」
策定にあたり、森林づくりに関する意
見を伺い、計画検討の参考とするため
住民懇談会を開催します。
日 1 月 21 日（火）13 時 30 分〜16 時
場サンセール盛岡（盛岡市志家町
1-10）
【募集人数】30 人程度（応募者多数の
場合は抽選）
【募集締切】12 月 23 日（月）
問盛岡森林管理署�☎ 050-3160-5915

　例年、年末のし尿の汲み取りの申し
込みは大変混み合います。年内に汲
み取りを希望する場合は、12 月 16 日
（月）までに次の業者へ申し込んでく
ださい。なお、年末年始の汲み取り業

盛岡広域成年後見セン
ター運営受託者を募集

年末のし尿汲み取り
申し込みはお早めに

北上川上流国有林の森林計
画に関する住民懇談会開催

新農業人フェア in いわて
新規就農相談会開催

あねっこバス年末年始
　　　　　運休のお知らせ

【ӡٳ日】12 月 ú0 日ʢ月ʣʙ
1月 ú日ʢۚʣの ü日ؒ

【対象路線】全路線（全便）
※�予約センターは １２ 月 30 日（月）
から １ 月 ２ 日（木）までの 4 日
間休業となります。

問 NPO法人しずく
いし・いきいき暮ら
しネットワーク　☎
69１-１800

ނࣄ�● １0 月末

件　数 4件 （１9 件）
死　者 １人 （１人）
負傷者 9人 （２7 人）

●�൜ࡑ １0 月末

件　数 0件 （２6 件）
※カッコ内は １月からの累計（盛岡西警察署）

●�Րࣄɾٸٹ １0 月末

火　事 0件 （4件）
救　急 54 件 （6１２ 件）

※カッコ内は １月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

●�ਓの͏͖͝ ２0１9年１0月末現在

男 7,873 人 （�0）出生 7人
女 8,56２ 人（△�１7）死亡 ２１ 人
計 １6,435 人（△�１7）転入 ２8 人
世帯数 6,35１ 世帯 （�6）転出 3１ 人
※カッコ内は前月末増減

　平日休日問わず夜間は、盛岡市夜間急
患診療所（内科・小児科 場 盛岡市神明町
3-29（盛岡市保健所 2 階）　☎ 654-1080、
年中無休 19 時〜23 時）をご利用ください。

◆ 12 月
15 日 篠村泌尿器科クリニック 692-1285
22 日 上 原 小 児 科 医 院 692-3907
29 日 雫石大森クリニック 691-2345
30 日 上 原 小 児 科 医 院 692-3907
31 日 雫 石 診 療 所 692-3155

౰൪ҩٸٹ日ٳ

※この日程は医師の都合により変更に
なることがあります。

※ 1 月以降の当番医表は、本紙と同日
に全戸配布しています。
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あとがき
●「1 月は行く、₂ 月は逃げる、₃ 月は去る」
と良く言われますが、今年は 1 月から 1₂
月まで一気に過ぎ去って行く気がします。
充実した 1 年だったからで、決して加齢の
せいではないぞと自分に言い聞かせて悪あ
がき。時間の経過が年々早まっていくお年
頃。皆さま良いお年を。 （中）
●久しぶりの夢クローズアップです。同
コーナーでは最高齢となる、高橋稔さんを
取材させていただきました。「人生 1₀₀ 年
時代」といわれていますが、私も高橋さん
を目標として、まずは日頃の運動不足解消
と食べ過ぎに注意しながら新年を迎えたい
と思います。それでは、良いお年を！ （大）

雫石町公式ツイッターはこちらから
▷ https://twitter.com/shizukukouhou
防災行政無線が聞き取れなかったときは…
電話応答サービス▷☎ 0800-800-6371（通
話無料・固定電話のみ）をご利用ください。

平
成
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成
平
成
平
成
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の
日
の
し
ず
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し

1₉₉₇（平成 ₉）年

౰࣌の 10 େχϡʔε第 1Ґ
˞จষはҰ෦ൈਮしています

秋田新幹線開業・「しずくいし銀河ステーション」がオープン

　
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
詩
人
・
宮
沢
賢
治
の

イ
メ
ー
ジ
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
雫

石
駅「
し
ず
く
い
し
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

が
、
秋
田
新
幹
線
の
開
通
に
合
わ
せ
三
月

二
十
二
日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

開
業
日
当
日
は
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、

駅
ホ
ー
ム
に
は
町
民
百
人
ほ
ど
が
詰
め
か

け
、
満
員
の
乗
客
を
乗
せ
た
「
こ
ま
ち
」

を
大
き
な
拍
手
で
出
迎
え
ま
し
た
。
記
念

行
事
の
最
後
は
約
四
千
個
用
意
さ
れ
た
大

も
ち
ま
き
。
駅
前
広
場
は
詰
め
か
け
た
約

二
千
五
百
人
の
町
民
ら
で
埋
ま
り
、
祝
賀

ム
ー
ド
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

大
正
時
代
か
ら
め
で
た
く
百
賀

百
賀
を
迎
え
た
高
橋
稔
さ
ん
。
激

動
の
時
代
を
生
き
ぬ
き
、
現
在

も
下
町
の
ご
自
宅
で
大
変
お
元

気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
の
回
り
の
こ

と
は
全
て
自
分
で
こ
な
し
て
い
る
そ
う
で
、

そ
の
壮
健
な
立
ち
居
振
る
舞
い
か
ら
は
と
て

も
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

　
「
1
0
0
歳
に
な
っ
て
も
特
別
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
穏

や
か
に
過
ご
し
て
い
き
ま
す
」と
ほ
ほ
笑
み
、

長
生
き
の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で

も
食
べ
る
こ
と
と
、体
を
よ
く
動
か
す
こ
と
」

だ
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
70
歳
か
ら
詩
吟
を

た
し
な
み
、
今
で
も
肺
活
量
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
し
て
大
き
な
声
を
出
し
て
い
る
ほ
か
、

ジ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
ス
ク
ワ
ッ
ト
で
体
を
鍛

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
息
子
の
良
和
さ
ん
は
「
父
（
稔
さ
ん
）
は

目
も
よ
く
、
耳
も
聞
こ
え
、
足
腰
も
丈
夫
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
み
ん
な
で
楽
し
い
こ

と
を
共
有
し
な
が
ら
、
好
き
な
よ
う
に
暮
ら

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
穏
や
か
に
話
し
ま

し
た
。

高
橋 
稔
さ
ん（
１
０
０
歳・
下
町
三
）

◉�

た
か
は
し
・
み
の
る
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
︙
１
９
１
９（
大
正
̔
）年
11
月
̐
日
生
ま
れ
。東
京
外
国
語
大
学（
当

時
は
東
京
外
事
専
門
学
校
）
卒
業
間
際
、
学
生
の
ま
ま
召
集
さ
れ
、
戦
地
に
赴
く
。
堪
能
な
語
学
力
を
見

込
ま
れ
、
暗
号
班
に
配
属
さ
れ
た
。
終
戦
で
除
隊
後
、
米
軍
三
沢
基
地
を
建
設
す
る
事
務
所
で
通
訳
や
翻

訳
の
仕
事
に
就
き
、
日
米
の
架
け
橋
と
し
て
活
躍
。
定
年
後
は
生
ま
れ
育
っ
た
雫
石
町
に
戻
り
、
数
年
前

ま
で
自
宅
で
英
語
教
室
を
開
い
た
。
子
ど
も
̐
人
、
孫
̏
人
、
ひ
孫
̏
人
に
恵
ま
れ
る
。

૖݈なཱͪډৼる෣いͰ͓࿩Λ͞Εູͨ͞ڮߴΜ

長
生
き
の
秘
訣
は
、
好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で
も

食
べ
る
こ
と
。
体
を
よ
く
動
か
す
こ
と
。

●
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

町長室で百賀の祝い
　11 月 20 日、町長室で百賀の
祝いが開かれました。稔さんの
ご意向で自ら
歩いてお越し
になり、猿子
町長から祝い
金と花束を受
け取りました。

「
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
は
、
活
動
や
特
技
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
町
関
係
者
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。




